


縄
じょう

文
もん

～平
へい

安
あん

時代 〔今から約 13000 ～ 800 年前〕

鎌
かま

倉
くら

～安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代

江
え

戸
ど

時代

〔今から約 800 ～ 450 年前〕

〔今から約 450 ～ 150 年前〕

明
めい

治
じ

～昭
しょう

和
わ

時代 〔今から約 150 ～ 40 年前〕

昔のくらしの道具

　市内には 230 箇所以上の遺跡があり、昔の人びとが

生活した跡や使った道具がたくさん見つかっています。　

　市内最
さい

古
こ

・約 13000 年前のムラがあった建
けん

昌
しょう

城
じょう

跡、

約 4500 年前のかごやドングリが奇
き

跡
せき

的
てき

に見つかった

前
まえ

田
だ

遺
い

跡
せき

、約 1200 年前に建てられた大
おお

隅
すみ

国
こく

分
ぶん

寺
じ

の瓦
かわら

を焼いた宮
みや

田
た

ヶ
が

岡
おか

瓦
かわら

窯
かま

跡
あと

などの貴重な遺跡は、姶良市が

大昔から人や物が行
い

き来
き

する住みやすい場所であったこ

とを伝えてくれます。

　鎌倉時代以降、県本土の中央に位置している姶良市は、

力を持った豪
ごう

族
ぞく

たちの勢
せい

力
りょく

争いの場になりました。市内

各地に勢力を持っていた蒲
か

生
もう

氏・加
か

治
じ

木
き

氏・平
ひら

山
やま

氏と、

新しく領
りょう

地
ち

を広げようとする島
しま

津
づ

氏の長く激しい戦いの

跡
あと

として、山
やま

城
じろ

跡が数多く残されています。

　この戦いに勝った島津氏は、島津義
よし

弘
ひろ

らの活
かつ

躍
やく

により

九州一円に勢力を伸ばしましたが、最終的には天
てん

下
か

統
とう

一
いつ

を目指す豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

に敗
やぶ

れました。

徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が始めた江戸時代には、鹿児島（薩
さつ

摩
ま

）藩
はん

が

置かれ、市内は５つの郷
ごう

（加治木・帖佐・重
しげ

富
とみ

・山田・

蒲生）に分かれていました。このうち加治木と重富は、

島津家の分
ぶん

家
け

の領地であったため、殿
との

様
さま

たちの立
りっ

派
ぱ

な墓
はか

が残されています。

　江戸時代の初めには、薩
さつ

摩
ま

焼
やき

の伝
でん

統
とう

が始まり、さまざ

まな形や色の器
うつわ

が作られました。また、江戸時代の終わ

りには、島津斉
なり

彬
あきら

が別府川沿いに製
せい

鉄
てつ

所
じょ

を造り、大
たい

砲
ほう

の

原
げん

料
りょう

となる質
しつ

の良
よい

い鉄
てつ

を生
せい

産
さん

しました。 

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

により江戸時代が終わると、外
がい

国
こく

との交
こう

流
りゅう

が盛
さか

んになり、新しい世の中に変わりました。この急
きゅう

激
げき

な変化の中で西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

が起こり、西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

に従
したが

った

多くの若
わか

者
もの

が亡くなりました。その後、日
にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

・

日
にっ

中
ちゅう

・太
たい

平
へい

洋
よう

と外国との戦争が続くことになります。

　このような不安な世の中で始まった新しい学校につ

いては当時の教科書や写真、新しい産業については帖
ちょう

佐
さ

松
まつ

原
ばら

塩
えん

田
でん

の写真や記録が伝えてくれます。

　かやぶき屋根の民家は、木
き

津
づ

志
し

地区に 100 年以上

前に建てられた家の「ナカエ」と呼ばれる部分で、い

ろりや自
じ

在
ざい

かぎ、かまどなどは昔のままです。

　米づくりや山・海の仕事で使った道具は、当時の人々

の暮らしを伝えてくれます。稲
いな

わらを編
あ

んで作るカマ

スは帖佐地区の特
とく

産
さん

品
ひん

で、「帖佐カマゲ」と呼ばれて

いました。当時の写真には、稲わらの形を整
ととの

える作業

を手伝う子どもたちが写っています。

素
そ

朴
ぼく

で温
あたた

かみのある帖佐人形は、鹿児島県を代表す

る土
つち

人形です。現在のこいのぼりや飾
かざり

りかぶと、ひな

人形などと同じ意味合いで、大切な子どもが病気にか

からず健康に育つように願いを込めて贈
おく

られていまし

た。節
せっ

句
く

人形といいます。

　江戸時代に始まった人形作りは、大
たい

正
しょう

時代に最も盛
さか

んになり、当時高
たか

樋
ひ

地区には 40 軒
けん

も窯
かま

元
もと

がありまし

た。現在は１軒がその伝統を引き継いでいます。

帖
ちょう

佐
さ

人
にん

形
ぎょう

する住みやすい場所であったこ

統

前田遺跡で見つかったかご

加治木氏の墓といわれる日
ひ

木
き

山
やま

宝
ほう

塔
とう

薩摩焼の茶
ちゃ

碗
わん

帖佐松原塩田

さまざまな農
のう

具
ぐ

色あざやかな人形たち


